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と夫の間に大きな対立があった場合、その後の再建術を求める可能性が高まっ

乙第8号証

Jamieson （2002）（甲76の1）の部分訳文

ほとんどの女性は、夫の精管切除後に後悔を表明せず、後悔の可能性は不妊

手術を受けた女性と同様であった。しかし、精管切除又は卵管結の前に女性

た。
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